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連携会議事務局

保護者負担公費化に向けて

既にご覧になったと思いますが、石事協から、今年度の石教研二次集会と管内研究会の

アンケート結果が送られてきました。管内研での末冨先生の講演が特に好評で、事務局に

よる就学援助に係わる問題提起や交流も評価が高かったと思います。その後、当日参観し

ていた空知管内の方も、就学援助の実態交流は良かったとの感想を述べておられました。

石事協では今年度のメイン課題を「保護者負担軽減」と合同研究会で位置付けて取り組み

を進めてきましたが、管内研で本格的な実践化のスタートを切ったと言っても過言ではな

いでしょう。石狩連携会議でも保護者負担軽減（石狩連携会議では「保護者負担公費化」

と言っています）については、学校徴収金調査を中心に様々な取り組みを行ってきました

が、管内研を契機に、一層の実践化を進めようと思います。

そこで、来る 26 日の冬季研修会では、第 47 回連携会議でも扱った「保護者負担調査

の交流と分析」に加えて、他市町村のもっと身近な視点での交流も行ってみることにしま

した。その素材として、別紙のアンケートに答えて頂きたいので宜しくお願いします。ア

ンケート結果は事務局で集約して、当日用意することとします。

保護者負担公費化を進めるために 今一度アンケート

【１】校内予算で保護者負担公費化の観点をもった配分項目がありますか？

□ある □無い □分からない・どちらとも言えない

「ある」と答えた方、その項目名（大項目と小項目も）を教えて下さい。また、若干

の説明もお願いします。

□配分項目としては無いが、「保護者負担軽減の観点については予算書に記述している」

どのように記述していますか

☆参考資料として、連携 HP＞実践交流のページ＞No38 校内予算決算書の交流 を活用下さい。



【２】「１」で「無い」と回答した方、今後公費化の観点をもった配分項目をつくる考えは

ありますか？

□ある □無い

□考えはあるが大変困難・・・その理由を書いて下さい

【３】自校の学校徴収金で「これは全く必要ないし、配分予算で措置することも可能」と

思われるものはありますか？

【４】自校の学校徴収金で「現在は公費化できないが、近い将来一部又は全部公費に切り

替えること、又は 現在も一部公費化しているが、その割合を増やすことが可能と思わ

れるもの」はありますか？

学校徴収金の項目 公費化の展望

□近い将来全額公費化可能 □近い将来一部公費化可能

□近い将来公費割合を増やせる

□近い将来全額公費化可能 □近い将来一部公費化可能

□近い将来公費割合を増やせる

□近い将来全額公費化可能 □近い将来一部公費化可能

□近い将来公費割合を増やせる

□近い将来全額公費化可能 □近い将来一部公費化可能

□近い将来公費割合を増やせる

【学校名 】

★提出期日 忙しいのに大変申し訳ありませんが、冬季研までにまとめたいので、１２月

１９日（木）必着でお願いします。

★提出先 花川中 常陸まで。

★出来るだけ、メールで返送してください。送り先アドレス colore3216@gmail.com


